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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｋ
 

Ｏ
Ｕ
Ｔ

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
９
６
４
０
Ｘ

【
作
者
名
】

　
櫻
庭
 

稜

【
あ
ら
す
じ
】

　
『
ば
い
ば
い
』

『
助
け
て
』

彼
女
の
言
葉
。

そ
れ
は
、
彼
女
の
終
り
を
現
す
、
最
後
の
言
葉
だ
っ
た
。

変
才
王
道
馬
鹿
の
贈
る
、
悲
し
く
儚
く
と
も
、
美
し
い
現
代
ア
ク
シ
ョ
ン
ス
ト

ー
リ
ー

（
※
残
酷
な
描
写
、
表
現
、
卑
猥
な
表
現
、
描
写
が
あ
り
ま
す
の
で
、
苦
手
な

方
は
今
直
ぐ
バ
ッ
ク
ブ
ラ
ウ
ザ
）
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（
※
何
故
だ
か
組
み
込
ま
れ
た
Ｂ
Ｌ
要
素
、
こ
れ
は
ま
あ
、
苦
手
な
方
は
バ
ッ

ク
ブ
ラ
ウ
ザ
で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
）
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用
語
紹
介

歌
姫

プ
リ
エ
リ
テ
ィ

そ
の
世
界
で
貧
困
差
別
や
、
自
然
災
害
、
紛
争
等
で
生
き
る
気
力
を
失
っ
た
人

々
に
希
望
を
送
り
届
け
る
役
目
を
果
た
す
『
歌
の
姫
君
』
。
思
考
と
言
う
思
考

は
歌
を
歌
っ
て
い
る
途
中
は
遮
断
さ
れ
、
操
り
人
形
と
さ
れ
る
が
、
欠
陥
姫
は

デ
ィ
フ
ェ
リ
テ
ィ
・
ノ
イ
ズ

廃
棄
処
分
と
さ
れ
る
。
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
の
為
に
、
幾
多
で
も
製
造
は
出
来
る
が
、

そ
の
際
に
感
情
が
産
ま
れ
る
場
合
が
存
在
し
、
そ
の
場
合
は
即
座
に
欠
陥
姫
と

し
て
出
さ
れ
る
ら
し
い
。
製
造
し
て
い
る
場
所
は
『
関
東
支
部
』
。

欠
陥
姫

デ
ィ
フ
ェ
リ
テ
ィ
・
ノ
イ
ズ

欠
陥
品
の
姫
君
と
称
さ
れ
る
、
感
情
を
持
っ
た
姫
、
或
い
は
歌
う
事
の
出
来
な

く
な
っ
た
姫
、
ま
た
は
命
令
の
通
じ
な
い
姫
君
を
指
す
言
葉
で
も
あ
る
。
適
性

検
査
を
通
る
際
に
こ
れ
は
全
て
解
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
危
険
信
号
と
し
て

彼
女
達
に
は
自
爆
機
能
も
付
い
て
い
る
。

歌
捧
領
域

シ
ン
サ
イ
ズ
・
フ
ィ
ー
ル
ド

歌
姫
の
広
げ
る
空
間
で
あ
り
、
こ
の
空
間
は
人
々
の
心
を
高
揚
感
に
満
た
す
効

果
を
持
つ
が
、
解
け
た
際
に
希
望
に
満
ち
溢
れ
な
か
っ
た
も
の
は
完
全
に
駄
目

ら
し
い
。

関
東
支
部

東
京
、
神
奈
川
、
埼
玉
が
主
力
の
支
部
。

『
歌
姫
計
画
』
と
称
し
、
全
世
界
に
希
望
を
振
り
撒
く
計
画
と
さ
れ
て
い
る
が
、

裏
で
行
わ
れ
て
い
る
事
が
解
ら
な
い
現
在
で
は
、
良
い
事
を
し
て
い
る
と
言
う

事
以
外
ツ
ッ
コ
ミ
所
が
な
い
ら
し
い
。

頭
は
東
京
本
部
の
『
津
田
骸
』
と
呼
ば
れ
る
津
田
財
閥
の
人
間
。
相
当
な
権
力

と
、
政
治
力
、
資
金
を
持
ち
、
日
本
だ
け
で
な
く
、
世
界
に
も
貢
献
す
る
人
間

だ
が
、
完
全
に
は
ど
う
な
の
か
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
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廃
棄
場

ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス

欠
陥
姫
を
廃
棄
す
る
場
所
で
あ
り
、
廃
棄
さ
れ
た
姫
は
原
点
の
部
品
に
戻
る
事

と
な
る
。

年
に
数
百
単
位
で
廃
棄
さ
れ
て
い
る
ら
し
く
、
環
境
汚
染
問
題
が
無
い
為
、
周

囲
の
人
間
も
特
に
興
味
を
示
さ
な
い
。

黒
鷲

通
称
『
ブ
レ
イ
ク
ア
ウ
ト
』
と
呼
ば
れ
る
組
織
で
あ
り
、
関
東
支
部
に
よ
る
圧

力
か
ら
逃
れ
る
為
に
設
立
さ
れ
た
物
。
関
東
支
部
は
、
歌
姫
や
、
人
々
の
希
望

を
奪
う
者
、
悪
影
響
を
及
ぼ
す
者
を
排
除
す
る
ら
し
く
、
排
除
方
法
は
警
察
関

係
に
よ
る
鎮
圧
。
そ
れ
か
ら
逃
れ
た
の
が
こ
の
団
体
で
あ
り
、
皆
無
法
者
。
目

的
は
『
関
東
支
部
の
陰
謀
を
知
る
事
』
で
あ
る
が
、
『
歌
姫
の
救
出
』
で
も
あ

る
ら
し
い
。
関
東
だ
け
で
小
規
模
だ
が
、
６
つ
存
在
し
、
そ
の
中
で
も
埼
玉
県

の
物
が
一
番
大
き
く
、
人
数
で
は
学
校
の
教
室
一
ク
ラ
ス
程
度
の
人
数
が
居
る

と
言
う
。

墜
鳥

黒
鷲
を
落
と
す
為
に
設
立
さ
れ
た
武
装
勢
力
。
通
称
『
ア
ン
チ
ア
ウ
ト
』
と
呼

ば
れ
る
組
織
で
あ
り
、
皆
が
電
磁
警
棒
や
、
拳
銃
を
所
持
し
て
い
る
。
警
察
官
、

機
動
隊
の
中
で
も
選
り
す
ぐ
り
の
人
間
か
ら
選
ば
れ
た
存
在
ら
し
く
、
そ
の
人

数
は
相
当
の
物
。
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第
一
章
主
要
登
場
人
物
（
前
書
き
）

案
外
多
い
で
す
ね
、
合
計
４
人
。

実
際
第
一
章
早
く
終
わ
り
ま
す
。

な
ぜ
か
、
と
。

第
二
章
か
ら
始
動
な
ん
で
す
よ
ね
、
深
い
深
い
方
面
で
は
。

と
、
言
う
事
で
ど
う
ぞ
！
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第
一
章
主
要
登
場
人
物

名
前
：
難
波
 

湊

年
齢
：
１
７
歳

職
業
：
高
校
生

部
活
：
陸
上
部

容
姿
：
黒
髪
黒
眼

好
物
：
甘
味

本
作
品
の
主
人
公
で
あ
り
、
語
り
部
。

現
役
中
距
離
有
望
選
手
で
あ
り
、
成
績
も
並
々
。

ル
ッ
ク
ス
も
中
の
上
の
為
、
案
外
モ
テ
る
。
ツ
ッ
コ
ミ
役
と
し
て
稼
動
す
る
。

華
奢
で
女
の
様
な
体
系
の
為
、
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
が
『
女
の
様
な
体
系
』
。

一
部
の
女
子
の
間
で
は
人
気
者
で
、
密
か
な
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
が
あ
る
程
。

両
親
が
幼
い
頃
に
他
界
し
、
現
在
精
神
不
安
定
状
態
の
幼
馴
染
と
同
居
状
態
。

自
称
『
バ
イ
』
ら
し
く
、
一
流
フ
ラ
グ
ビ
ル
ダ
ー
。

名
前
：
白
崎
 

悠

年
齢
：
１
６
歳

職
業
：
無
職

部
活
：
無
し

容
姿
：
白
髪
灰
目

好
物
：
湊
の
作
る
物

湊
の
幼
馴
染
で
、
両
親
の
過
度
の
虐
待
と
、
突
如
の
両
親
の
自
殺
に
よ
り
精
神

不
安
定
状
態
。

髪
も
脱
色
し
、
瞳
も
脱
色
し
て
お
り
、
未
だ
に
傷
跡
が
体
に
残
っ
て
い
る
状
態
。

身
長
は
湊
よ
り
数
十
セ
ン
チ
低
く
、
子
供
の
よ
う
と
言
わ
れ
て
お
り
、
湊
と
並

ぶ
と
弟
扱
い
さ
れ
る
。

実
の
兄
の
様
に
湊
を
慕
い
、
甘
え
る
が
故
に
、
湊
は
既
に
慣
れ
切
っ
て
い
る
状

態
と
も
言
え
る
。
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高
校
に
は
行
け
な
い
状
況
だ
が
、
家
に
て
湊
が
勉
強
を
教
え
て
い
る
模
様
。

周
囲
も
そ
れ
を
知
っ
て
い
る
為
に
、
余
り
追
求
は
し
な
い
様
子
。

名
前
：
辻
井
 

深
雪

年
齢
：
１
７
歳

職
業
：
高
校
生

部
活
：
陸
上
部

容
姿
：
亜
麻
色
の
ポ
ニ
テ
に
茶
色
の
瞳

好
物
：
辛
味

湊
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
で
あ
り
、
ム
ー
ド
メ
イ
カ
ー
。

実
に
テ
ン
シ
ョ
ン
の
高
い
ボ
ー
イ
ッ
シ
ュ
な
高
校
生
で
、
落
ち
込
む
と
言
う
様

子
を
余
り
見
せ
な
い
。

湊
と
悠
の
事
は
既
に
知
っ
て
お
り
、
時
折
湊
の
家
に
行
き
、
料
理
を
持
て
成
す
。

お
菓
子
作
り
に
置
い
て
は
プ
ロ
級
だ
が
、
料
理
で
は
湊
に
劣
る
。

頭
は
馬
鹿
だ
が
、
運
動
神
経
に
置
い
て
は
相
当
な
物
で
も
あ
り
、
他
校
か
ら
ス

カ
ウ
ト
さ
え
掛
か
る
。

強
が
り
克
、
男
口
調
ボ
ー
イ
ッ
シ
ュ
な
の
が
特
徴
的
だ
ろ
う
。

名
前
：
雨
宮
 

啓
一

年
齢
：
１
７
歳

職
業
：
高
校
生

部
活
：
剣
道
部

容
姿
：
黒
髪
黒
目
黒
縁
眼
鏡

好
物
：
日
本
茶

『
雨
宮
漣
紀
流
』
と
呼
ば
れ
る
剣
術
の
一
家
の
跡
取
り
息
子
。

湊
達
と
は
仲
が
良
く
、
冷
静
沈
着
な
が
ら
、
ツ
ッ
コ
ミ
役
。

悠
の
事
は
既
に
知
っ
て
い
る
為
、
こ
ち
ら
も
ま
た
追
求
は
し
な
い
。

頭
も
運
動
神
経
も
抜
群
で
、
女
子
の
人
気
は
相
当
な
物
。

剣
道
部
主
将
を
務
め
、
湊
の
主
将
同
士
の
愚
痴
り
合
い
は
見
物
で
も
あ
る
。

案
外
甘
党
な
の
と
、
機
械
音
痴
な
の
が
特
徴
的
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第
一
章
主
要
登
場
人
物
（
後
書
き
）

因
み
に
悠
は
ハ
ル
カ
と
詠
み
ま
す
。

え
、
Ｂ
Ｌ
？
い
え
い
え
、
普
通
の
ノ
ー
マ
ル
で
す
。

で
は
で
は
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『
助
け
て
』
（
前
書
き
）

ハ
イ
、
ど
う
も
。

第
一
話
、
で
す
ね
。

序
章
で
す
が
、
序
章
が
長
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
と
、
近
頃
肉
体
の
調
子
が
悪
く
ニ
コ
生
が
出
来
な
い
と
言
う
悲
劇
に
…
…
↑

で
は
、
ど
う
ぞ
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『
助
け
て
』

　
―
―
…
…
。

　
こ
れ
が
夢
だ
と
言
う
事
は
解
っ
て
る
。

　
夢
は
嫌
い
だ
。

　
覚
め
て
し
ま
う
か
ら
。

　
夢
は
好
き
だ
。

　
仮
想
の
中
に
居
ら
れ
る
か
ら
。

　
夢
は
―
―
。

　
其
処
で
脳
内
に
雑
音
が
入
る
。

ノ
イ
ズ

　
キ
ャ
ッ
チ
？

　
夢
に
？

　
強
く
な
る
雑
音
は
、
脳
内
に
直
接
響
き
続
け
、
耳
鳴
り
ま
で
引
き
起
こ
す
。

　
漆
黒
の
闇
に
叩
き
落
さ
れ
る
。

　
此
処
は
、
何
処
だ
？
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夢
の
中
、
な
の
か
？

　
夢
の
中
で
、
良
い
ん
だ
よ
な
？

　
雑
音
は
次
第
に
鮮
明
に
、
何
か
を
訴
え
る
よ
う
に
し
て
、
俺
の
脳
内
に
強
く
、

強
く
響
き
続
け
る
。

　
ま
だ
雑
音
が
強
く
、
上
手
く
聞
き
取
れ
な
い
。

　
雑
音
が
一
瞬
だ
け
消
え
、
そ
し
て
―
―
。

『
助
け
て
…
…
』

　
◇
◆

　
其
処
で
目
が
覚
め
た
。

　
息
が
荒
い
。

　
鼓
動
が
早
い
。

「
…
…
、
夢
、
だ
っ
た
の
、
か
？
」

　
俺
は
額
に
手
を
当
て
て
、
壁
に
掛
け
て
あ
る
時
計
に
目
を
遣
っ
た
。

「
五
時
…
…
、
ま
だ
後
二
時
間
は
眠
れ
る
ぞ
」
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溜
め
息
を
吐
い
て
、
不
意
に
時
計
か
ら
隣
に
視
線
を
移
せ
ば
、
其
処
に
は
い

つ
も
通
り
、
俺
の
手
を
握
り
静
か
に
、
ま
る
で
人
形
の
如
く
眠
り
続
け
る
幼
馴

染
の
姿
が
あ
る
。

「
…
…
、
助
け
て
、
か
」

　
そ
っ
と
、
幼
馴
染
の
そ
の
脱
色
し
た
銀
色
の
近
い
白
い
髪
を
梳
く
様
に
撫
で

て
か
ら
、
言
葉
を
漏
ら
す
。

「
…
…
、
い
や
、
今
は
寝
よ
う
」

　
髪
か
ら
手
を
滑
ら
せ
、
布
団
の
中
に
納
め
て
か
ら
、
握
ら
れ
て
い
る
手
を
強

く
握
り
返
せ
ば
、
瞳
を
閉
じ
る
。

　
再
び
広
が
る
漆
黒
の
闇
。

　
嗚
呼
、
嗚
呼
―
―
。

　
や
っ
ぱ
り
『
夢
』
は
大
嫌
い
だ
。
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『
助
け
て
』
（
後
書
き
）

ど
う
で
し
た
で
し
ょ
う
か
？

い
え
い
え
、
Ｂ
Ｌ
じ
ゃ
あ
あ
り
ま
せ
ん
、
ノ
ー
マ
ル
で
す
。

さ
て
、
と
。

妙
な
夢
で
す
よ
ね
、
助
け
て
一
言
。

ど
う
思
い
ま
す
か
？

で
は
、
次
回
会
い
ま
し
ょ
う
｜
＾
・
ω
・
／
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夢
の
続
き
（
前
書
き
）

さ
て
さ
て
、
連
続
投
稿
。

ど
ん
な
夢
な
の
で
し
ょ
う
か
？

気
に
な
り
ま
す
よ
ね
、
夢
っ
て
。

で
は
、
ど
う
ぞ
！
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夢
の
続
き

　
十
月
二
十
八
日
、
七
時
半
。

　
鳴
り
響
く
ア
ラ
ー
ム
の
音
に
目
を
覚
ま
し
た
俺
は
、
上
半
身
を
起
こ
し
、
瞳

を
擦
っ
た
。

（
二
度
寝
か
ら
の
起
床
は
辛
い
…
…
）

　
俺
は
握
ら
れ
て
い
る
手
を
そ
っ
と
離
し
、
布
団
か
ら
出
れ
ば
カ
ー
テ
ン
を
開

け
る
。

「
今
日
も
快
晴
」

　
笑
み
を
零
し
て
、
俺
は
思
い
切
り
体
を
伸
ば
す
。

　
背
骨
が
伸
び
て
い
く
感
覚
が
、
手
に
取
る
よ
う
に
解
っ
た
。

「
さ
て
、
と
…
…
、
取
り
敢
え
ず
朝
食
だ
、
朝
食
」

　
一
頻
り
体
を
伸
ば
せ
ば
、
良
し
と
頷
い
て
、
俺
は
扉
を
開
け
た
。
冷
た
い
、

ひ
と
し
き

秋
の
冷
気
が
足
元
を
擦
り
抜
け
た
。

「
寒
…
…
」

　
俺
の
中
の
天
気
予
報
が
正
し
け
れ
ば
快
晴
だ
が
、
温
度
は
低
い
。

　
秋
だ
か
ら
、
と
言
う
事
も
あ
れ
ば
、
そ
ろ
そ
ろ
冬
だ
か
ら
、
と
言
う
事
も
理

由
に
入
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
寒
い
の
は
嫌
い
だ
。

　
リ
ビ
ン
グ
の
扉
を
開
け
、
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
に
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
て
か
ら
、

俺
は
ま
ず
洗
面
所
へ
と
向
か
う
。

「
寒
い
の
は
嫌
だ
ね
、
ホ
ン
ト
に
」

　
は
ぁ
、
と
溜
め
息
を
吐
く
と
、
家
内
だ
と
言
う
の
に
白
い
息
と
な
る
。

　
外
が
相
当
寒
い
と
言
う
証
拠
だ
ろ
う
。

　
顔
を
洗
い
、
歯
を
磨
き
、
シ
ャ
ツ
と
学
校
の
黒
い
ス
ラ
ッ
ク
ス
に
着
替
え
れ

ば
キ
ッ
チ
ン
へ
と
向
か
っ
た
。

「
何
が
有
っ
た
か
な
…
…
」
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中
を
漁
り
な
が
ら
呟
く
。
我
な
が
ら
こ
れ
は
ま
る
で
泥
棒
だ
。

「
ま
あ
、
適
当
に
済
ま
せ
ま
す
か
」

　
フ
ラ
イ
パ
ン
を
取
り
出
し
、
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
に
乗
せ
て
か
ら
材
料
を

選
び
抜
く
。

　
こ
れ
が
俺
―
―
難
波
湊
の
一
日
の
始
ま
り
で
あ
る
。

な
ん
ば
み
な
と

　
◇
◆

「
我
な
が
ら
完
璧
」

　
朝
食
準
備
を
終
え
た
俺
は
、
フ
ラ
イ
パ
ン
や
小
枝
箸
、
鍋
等
を
洗
い
、
片
付

け
る
。

「
さ
て
、
後
は
あ
の
寝
呆
介
だ
け
だ
な
」

　
本
日
二
度
目
の
溜
め
息
を
吐
い
て
か
ら
俺
は
扉
を
開
け
、
再
び
寒
い
廊
下
へ

と
出
る
。

　
素
足
で
冷
た
い
床
を
踏
み
締
め
な
が
ら
階
段
を
上
り
、
未
だ
に
眠
り
続
け
る

幼
馴
染
に
目
を
遣
る
。

「
こ
う
し
て
見
る
と
、
女
み
た
い
だ
よ
な
…
…
。
ホ
ン
ト
に
」

　
苦
笑
を
零
し
、
い
つ
か
女
装
さ
せ
て
み
る
か
、
と
呟
い
た
後
で
眠
り
扱
け
る

こ

幼
馴
染
の
肩
を
二
度
叩
く
。

「
朝
だ
ぞ
、
そ
ろ
そ
ろ
起
き
ろ
」

　
数
秒
の
間
。

　
返
答
無
し
。

「
全
く
…
…
、
ほ
ら
、
朝
だ
。
起
き
ろ
起
き
ろ
」

　
再
び
肩
を
二
度
叩
く
。

　
と
、
毛
布
と
布
団
が
盛
り
上
が
り
、
中
か
ら
そ
の
綺
麗
な
白
い
髪
が
姿
を
現

す
。
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「
に
ゅ
…
…
、
朝
ぁ
？
」

　
枕
に
顔
を
埋
め
た
ま
ま
尋
ね
ら
れ
る
。

「
嗚
呼
、
朝
だ
。
朝
食
の
準
備
は
出
来
て
る
か
ら
、
さ
っ
さ
と
下
り
て
来
い
よ

な
」

「
ん
ー
…
…
」

　
良
し
、
と
頷
い
て
俺
は
下
へ
と
下
り
る
。

　
下
り
な
が
ら
、
そ
う
言
え
ば
朝
刊
取
っ
て
来
て
な
い
な
、
と
思
い
、
玄
関
へ

と
向
か
っ
た
。

「
う
ぉ
…
…
、
寒
ぃ
ぃ
」

　
一
瞬
身
を
震
わ
せ
て
か
ら
、
落
ち
て
い
る
朝
刊
を
手
に
取
っ
た
。
玄
関
の
新

聞
を
入
れ
る
隙
間
か
ら
冷
た
い
風
が
入
り
込
ん
で
来
て
い
る
の
が
こ
の
寒
さ
の

原
因
だ
ろ
う
。

　
朝
刊
を
持
っ
た
ま
ま
リ
ビ
ン
グ
に
入
れ
ば
、
ソ
フ
ァ
ー
に
腰
掛
け
る
。

「
本
日
の
一
面
は
、
と
…
…
」

　
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
や
ら
、
殺
人
事
件
。
色
々
な
記
事
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、

一
番
俺
の
見
た
か
っ
た
物
は
ど
れ
で
も
な
い
。

「
こ
れ
で
も
な
い
し
、
こ
れ
で
も
な
い
…
…
、
あ
、
有
っ
た
有
っ
た
」

　　
『
関
東
支
部
、
つ
い
に
歌
姫
三
百
体
の
生
産
に
成
功
』

プ
リ
エ
リ
テ
ィ

「
三
百
…
…
、
全
部
同
じ
奴
だ
っ
た
ら
滅
茶
苦
茶
怖
い
な
…
…
」

　
想
像
し
て
震
え
て
か
ら
、
皮
肉
混
じ
り
の
笑
み
を
浮
か
べ
て
続
け
た
。

「
三
百
っ
て
事
は
、
相
当
な
金
掛
け
た
っ
て
事
だ
よ
な
…
…
。
一
体
何
処
か
ら

そ
の
金
が
出
て
る
の
や
ら
」

　
新
聞
を
閉
じ
、
置
い
て
か
ら
天
井
を
仰
ぎ
見
た
。

　
『
歌
姫
』

プ
リ
エ
リ
テ
ィ

「
歌
姫
、
か
…
…
」

　
歌
姫
、
と
は
被
災
地
や
、
貧
困
差
別
、
未
だ
に
存
在
す
る
奴
隷
制
度
や
、
紛
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争
を
納
め
る
為
に
作
ら
れ
た
、
『
人
々
に
希
望
を
与
え
る
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
』
ら

し
い
の
だ
が
、
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
の
癖
し
て
感
情
が
存
在
す
る
ら
し
い
。

　
そ
う
考
え
る
と
、
感
情
を
持
た
な
か
っ
た
、
い
や
、
持
つ
事
の
出
来
な
か
っ

た
過
去
の
ロ
ボ
ッ
ト
達
が
可
哀
想
に
見
え
て
成
ら
な
い
気
が
し
た
。

　
と
、
リ
ビ
ン
グ
の
扉
が
開
け
ら
れ
、
冷
た
い
冷
気
と
共
に
彼
が
入
っ
て
来
る
。

「
お
早
う
、
悠
」
　

ゆ
う

　
随
分
と
気
持
ち
良
さ
そ
う
な
顔
を
し
て
い
た
が
、
ど
ん
な
夢
を
見
て
た
ん
だ

？
 

と
尋
ね
る
と
、
悠
は
そ
の
灰
色
の
瞳
を
擦
り
な
が
ら
此
方
に
歩
み
寄
り
、

俺
に
抱
き
着
い
て
か
ら
、
湊
の
夢
ー
、
と
柔
和
な
笑
み
を
浮
か
べ
て
告
げ
て
来

る
。

「
俺
の
？
」

「
ん
…
…
、
そ
だ
よ
」

「
俺
の
夢
っ
て
ど
ん
な
夢
？
」

「
秘
密
」

「
教
え
て
く
れ
た
っ
て
良
い
だ
ろ
う
に
…
…
、
ま
、
良
い
や
、
取
り
敢
え
ず
飯

だ
。
飯
。
学
校
に
遅
れ
る
か
ら
な
」

「
ん
ー
、
は
ー
い
…
…
」

　
こ
れ
が
日
常
。

　
あ
の
日
、
俺
達
の
日
常
は
日
常
と
は
呼
べ
な
か
っ
た
。

　
悠
が
来
た
の
も
、
三
年
前
の
、
今
日
だ
っ
た
。

　　　



19

夢
の
続
き
（
後
書
き
）

ど
う
で
し
た
で
し
ょ
う
か
？

え
？
 

Ｂ
Ｌ
？

違
う
違
う
、
ノ
ー
マ
ル
。

こ
れ
が
Ｂ
Ｌ
な
ら
、
腐
女
子
御
用
達
の
池
袋
本
店
で
も
行
っ
て
こ
い
や
ぁ
っ
と

言
っ
た
が
、
前
女
子
友
人
達
に
連
れ
ら
れ
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
俺
も
居
ま
す
。

は
い
、
ス
イ
マ
セ
ン
。

で
は
、
次
回
！
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

BREAK OUT
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